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見てみて :大きなさつまし時 がたくさん掘れたよ !

― 外国籍の子どもたちが “いも掘り体験
99-

青少年育成部では外国籍の子ど

もたちが日本の暮らしに親しみを

持つてもらえるよう、日本の伝統遊

びや食文化体験講座をこれまで行

つてきましたが、昨年はコロすウイ

ルスで行事を中止しました。

今年は感染防止に配慮したうえ

で、さつまいもの植付けから収穫、

調理までを体験する食育イベント

として行うことにしました。

10月 2日 (土 )、 外国籍の子ども
たちが通う3つの学童クラブ、「わ

<わ <こどもクラブ」、「わ<わ <児
童クラブ」、「塩冶地区放課後子ども

教室」から、25人の子どもたちが
妙伝寺の畑に集まり、子どもたちが

楽しみにしていた「さつまいもの収

穫」です。

今年は猛暑と長雨が続いたこと

から、いもは土の深いところで育つ

ており、子どもがつるを引つ張つた

<らいではびくともしません。大人
の力を借りて、子どもたちは大きな

さつまいもをた<さん掘りました。
また、東京オリンピック・パラリンピックの年、いちばん大きないも

を掘つた子どもを表彰することに・・。本格的に表彰台と金・銀・銅の

メダルを準備し、「いちばん大きなおいもは788グラム、あいなちゃん
が金メダルです !」「続いて銀メダルと銅メダル・・」、表彰台に上がっ

た子どもたちはちょつと照れくさそうでした。いもでいつぱいの袋を手

に帰つてい<子どもたちのうしろ姿を見送りながら、今日が良い闇い出

になり、家族にもた<さん話してあげてほしい・・、そう悪いました。

大盛会のいも掘リイベント、今回も20人のボランテイアと保護者の
皆さん、子どもたちを引率していただいた児童クラプの皆さん、表彰式の運営に協力いただいた島根大学の皆

さんには感謝いたします。また畑を快<お貸しいただいた日蓮本宗妙伝寺の田中英潤住職に改めてお礼申し上
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【研修会参加報告】

多勿彰%多 %%夕Z多年%フ /―シん
10月 16日 (土 )、 スサノオホールにおいて、「令

不□3年度 地1或支え合いフォーラム」が開催され、
地域支え合いについての講演や出雲市の事例紹介

等がありました。

講演では「コロナ禍で考える “支え合い"の地i或

づ<り 」と題して、ご近所福祉クリエーター 酒丼

保氏により、地上或での支え合いがいかに大切か、い

ろいろな事例紹介もあり、地i或の中で解決できる組

織づ<り が重要、 Sヽれあいサロンがいかに人事か、

その有用性、有効性について話されました。

出雲市社会福祉協議会からは「あなたのまちに出

向きます !地 1或での支え含いのススメ」と題して、

地域活動の進め方の話しや、朝山お助けマン互助会

の実際に行われている事例の紹介がありました。

講演資料の一部を以下に紹介します。

日本の現状は・・

◆高齢者の増加

100歳以上の高齢者 86,OOO人超で過去最多 !

日本人の平均寿命が毎年更新 !

2020年 男性 81.64歳、女性 8774歳
◆2025年問題、後期高齢者が2200万人を超す !

国民の 3人に 1人が 65歳以上
5人に 1人が後期高齢者

65歳以上 5人に 1人が認矢0症 |?

では、健康で長生きするためには

◆「つながり」「人間関係」

「地域支え合い」が大切 !

コロすとフレイル

◆東京都医師会からの警鐘

「コロすを認れる高齢者が過乗」に自粛すること

で、フレイル (虚弱)が起きるリスクがある。
ウイズコロナ社会のなかで「過度の自粛を生む思

い込みや誤解による不安を軽減し、出掛けた<な

るようにそっと後押しすることが必要」

◆コロす禍で外出頻度が減る

⇒ 社会性が低下 ⇒ 運動機能が低下ヘ

◆ひとりで食事をしていると 00

⇒ 2.7倍 うつ病になりやすい
◆地域コミュニティ活動は

フレイル予防につながる

(暮らしぶり +体操 =健康寿命)
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令禾□3年度 /31れあいサロン研修会

11月 17日 (水 )、 朱鷺会館において、「令和 3
年度 応、れあいサロン研修会 ～応、れあいサロンの
魅力を再発見～」が開催され、塩冶社協からは、周

藤祥三・坂本正人・杉原弘江・高野汚男・岸忠明の

5名の理事が参加しました。
島根大学名誉教授の塩飽邦憲氏による「コロナ禍

でのふれあいサロン活動」と題した講演があり、具

体的に詳しく説明を受けました。

・新型コロナ感染の現状について

・新規感染者の推移やワクチン接種率

・ブレイクスルー感染 (2回接種後の感染)の症
状についての説明

・今後の見通しとして、終息せず共存も余儀ない

・今冬には第 6波が至」来、再拡大の予漫10・ 等
コロナ禍による健康への影響として
。体力低下や不活発な生活による弊害が生じる
0筋肉量・筋力の低下、老化現象が生じる

・健康寿命の短縮

・転倒事故や閉じこもりを誘発・・等

これらに対する対応策として、応ヽれあいサロンの

果たす役害」がいかに大切か、詳しく説明を受けまし

た。

731れあいサロン会♪

私たちはコロナ禍を恐れ、 ls~、れあいサロンの開催

に消極的で尻込み状態となつていますが、コロナの

終患は望めず、共存しか無いということ。コロナをよ

<知り、対策を十分にとって行えば、ぶ、れあいサロン
の効果は大なるものがあると改めて痛感し、サロン

の重要性について考えさせられました。

続いて、出雲市社会福祉協議会地域福祉課より、

この状況で活動しているサロンの事例を紹介され

ましたが、厳しい中で取り組みされていること、た

いへん参考になりました。

最後に「コロナ禍での新たな取り組み、活動を続

けるための工夫」をテーマにディスカッションを行

い、「サロン活動をしたいがコロすが怖い。サロンに

ついて指針を示して。対策としてマスク、体温漫」定、

参加者を半分に分ける。お茶は一人ずつペットボト

ルに、湯飲みは紙コップにした。フレイル予防につ

なげるよう努力する。」といった意見があり、改めて

考えさせられました。

(企画部 周藤祥三)
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出雲二中の生徒とコラボレーション

公園の美1ヒ啓発看顧の点験を実施しました !

11月 4日 (木)、 今年度 2回目の/AN園の美化啓発着
板の点検を三中の生徒たちと実施しました。

この活動は三中の先生より、特別支援学級の生徒の課

外授業として、塩冶社協の活動に参加することが出来な

いかとの問いあわせがあつたことから行つたものです。

何度か打合せを行い、三中から徒歩で廻れる範囲の公園

8カ所の看板を点検することにしました。
点検当日、三中の玄関先で公園点検の手順や巡回中の

交通事故等に注意して回ることを確認臥 出発t/tした。

せつか<なので、歩きながらゴミ拾いも行います。

生徒たちに間<といつも三中近辺を歩き、ゴミ拾いも

行つているとか・・。それでも道路にはい<つもゴミが

落ちています。一番多かったのは「タバコの吸い殻」で

す。なんでこんなに落ちているのだろうと、みんなで話

しながら公園巡りを行いました。

公園に着くと目的の琶板を探臥 生徒たちは直ぐに作

業に取りかかります。点検作業に併せて
/AN園内のゴミ拾

いも行いました。

ここでも「タバコの3/mい

出 が多いことに「なぜだろ

う・・。大人になつてもたば

こは吸わないことだね」と

いつた話をしました。

点検作業では、着板清掃

やシールの貼り付け具合も

確認、取付け金具が緩んで

いる場合はペンチで締め直しを行います。

その後、点検結果を点検簿にメモをt/1す。

8カ所の公園点検でしたがヽ 途中で雨宿りもしながら
の約 4kmのウォーキングになり、いつもの課外授業と
は違つて、生徒たちも疲れた様子でした。ですが、生徒

たちからは「楽しかった、面白かつた」との意見もあり、

いい時間が過ごせたようです。

先生から「来年度も同様に実施しましょう」とのお話

もいただきました。生徒たちと共に行動することは少し
,th」I配もありましたが、先生方のご指導もあり、安全に点

検作業が行えました。 (広報広聴部)

出雲三中美術部の『流本イーンスタレーシヨン』

コミセン玄関に出雲三中美術部で

制作されたオブジェが飾られていま

すので、紹介します。

部活動の一環として、鳥取県の大

山寺や多伎町の)硼‖で流木を採集し

オブジェとして作つたものです。

川で採集した流木を丁寧に研磨臥 流木の形状を見つ

つ、色鮮やかにアクリル絵の具でカラーリングヽオブジ

ェとして組み立ててあります。展示する空間に合わせて

イメージを倉」り、それを流本で表現したものです。

色の組み合わせと独倉」的な形状で、いつものコミセン

の「堅い玄関先」をとても明る<して<れました。

※インスタレーションとは美術の表現手法のひとつ、オブジェをおいて空間全体を作品として表現するものです。

(塩冶コミセンの玄関に飾られたオブジェ)
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